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１ 平成２０年度環境局予算要求総括表 

 

【一般会計】 

 

 平成２０年度要求総額     １６，７２９，７３１千円 

（平成１９年度予算額      １７，００４，２４１千円） 

 前年度比   ▲１．６％ 

 

《主な事業》 

（単位：千円） 

 

事業名 

 

平成２０年度 

予算要求額 

     Ａ 

平成１９年度 

予算額 

     Ｂ 

 

増  減 

Ａ－Ｂ

日本の環境首都コン

テスト総合１位記念

市民力強化事業 

15,000 0 15,000

１００万本植樹・美し

いまちづくり事業 
14,000 0 14,000

ノーマイカー推進事業 6,400 0 6,400

光化学ｽﾓｯｸﾞ発生原因

の究明に関する調査 
19,821 0 19,821

菜の花プロジェクト

推進事業 
3,150 4,300 ▲1,150

太陽光発電等への補

助金交付事業 
23,000 23,000 0

 

【廃棄物発電特別会計】 

 

平成２０年度要求総額     １，０００，０００千円 

（平成１９年度予算額      １，８６２，０００千円） 

 前年度比   ▲４６．３％ 

 

《主な事業》 

（単位：千円） 

 

事業名 

 

平成２０年度 

予算要求額 

     Ａ 

平成１９年度 

予算額 

     Ｂ 

 

増  減 

Ａ－Ｂ

発電施設管理費 557,835 1,548,176 ▲990,341

熱供給施設管理費 5,741 7,057 ▲1,316

 

 １



 

 

２ 平成２０年度環境局経営方針 

 

 

 「世界の環境首都」を目指した取り組みを推進するため、平成１６ 

 

年１０月に策定された「グランド・デザイン」を受け、市の全ての施 

 

策・事業に幅広い「環境」の視点を取り入れ、市民・団体・企業・行 

 

政など、あらゆる主体の参加と協働のもと、「美しき世界の環境首都」 

 

づくりを推進していく。 

 

 

 平成２０年度は、平成１９年度に作成した「北九州市環境基本計画」 

 

を踏まえ、次の５つの考え方を柱として、「美しき世界の環境首都」づ 

 

くりを推進していく。 

 

 

① 市民との協働の促進 ～「市民環境力」の強化 
 

② 地球温暖化防止対策の推進 
 

③ 廃棄物の減量・リサイクルの推進 ～３Ｒ活動の推進 
 

④ 環境の保全・監視指導の徹底 
 

⑤ 環境ビジネス・環境国際協力の促進 

 ２



３ 重点的に取り組みを行う主なもの 

 

① 市民との協働の促進 

・北九州市環境首都創造事業       １８，９００千円 

（事業概要） 

グランド・デザインに基づき環境首都づくりの市民浸透を進

めるとともに、市民、都市、産業・技術の３つの分野におい

て、市民、ＮＰＯ、企業等が協働して具体的な取り組みをす

すめる。 

   【成果目標】 

    本市を「環境都市」とイメージする全国のメディア・シンク

タンクの割合：平成２２年度までに１４％ 

 

・菜の花プロジェクト推進事業       ３，１５０千円 

（事業概要） 

    こどもからお年寄りまで、市民みんなで楽しみながら資源循

環や新エネルギー利用を体感できる「菜の花プロジェクト」

を推進するため、補助事業の実施、意見交換会の開催、種子

の無料配布などの市民啓発、環境学習用搾油機の購入などを

実施する。 

【成果目標】 

 菜の花プロジェクトの実施団体：１５団体 

 

  ・○新１００万本植樹・美しいまちづくり事業 
                      １４，０００千円 

   （事業概要） 

    「美しき世界の環境首都」に相応しい、市民が誇りを持てる

美しいまちを創るため、市民参加型の「１００万本植樹活動」

を実施する。 

   【成果目標】 

    １００万本の植樹活動（平成４０年度：概ね２０年間） 

 

  ・○新日本の環境首都コンテスト総合１位記念市民力強化事業 
                       １５，０００千円 

   （事業概要） 

    環境首都づくりのさらなる市民への浸透と実感を高めるため、

さらに市民力による「美しき世界の環境首都」実現のための

楽しく、明るく、元気な取り組みを、マスメディアとの協力

により実施する。 

   【成果目標】 

    環境分野で活躍する団体のみならず、多くの幅広い分野（福

祉、国際など）で活躍する団体の参画を得ること 

 ３



 

② 地球温暖化防止対策の推進 

  ・次世代エネルギーパーク構想推進事業  ４４，４７３千円 

   （事業概要） 

    若松区響灘地区に立地する風力発電などのエネルギー関連施

設をビジターズインダストリー、地域の活性化につなげるた

め、エコタウンセンター内での展示ルームの整備、共通ガイ

ドブックの作成などを実施する。 

   【成果目標】 

    平成２１年度のオープンに向け、着実に準備を進める。 

 

  ・太陽光発電等への補助金交付事業    ２３，０００千円 

   （事業概要） 

    「北九州市地球温暖化対策地域推進計画」を踏まえ、新エネ

ルギーや省エネルギーに係る整備費の一部を補助することに

よって、家庭や事業所における地球温暖化防止対策を推進す

る。 

   【成果目標】 

    太陽光発電システム：１００件／年、太陽熱利用システム：

２０件／年、屋上緑化：２件／年 の導入 

 

  ・○新ノーマイカー推進事業         ６，４００千円 
   （事業概要） 

    温室効果ガス１０％削減を達成するため、これまで実施して

きた自動車環境対策に加え、マイカー使用抑制によるＣＯ２

削減に取り組む必要がある。 

    平成１９年度に実施した「ノーマイカー得々キャンペーン２

００７」を市内全域に拡大し、広く市民への普及啓発を図る。 

   【成果目標】 

    年間５回程度のキャンペーンを実施予定 

 

 

③ 廃棄物の減量・リサイクルの推進 

  ・古紙リサイクル推進事業       ３３９，９６１千円 

   （事業概要） 

    一般廃棄物の減量化・資源化促進のため、古紙回収を行う市

民団体に対する奨励金の交付や資源回収用保管庫の貸与など

により、古紙回収活動の一層の促進を図る。 

   【成果目標】 

    古紙回収目標量 ３７，０００トン／年 

 

 

 ４



 

  ・地域特性型（ﾒﾆｭｰ選択方式）市民環境活動推進事業 

                      ２０，８５６千円 

   （事業概要） 

    地域団体がその特性などを考慮し選択した環境活動（生ごみ

コンポスト化、剪定枝リサイクル、廃食用油リサイクル、自

然環境保全）を支援することにより、地域環境活動の拡大を

図る。 

   【成果目標】 

    環境活動メニューへの参加団体のより一層の増加及び取り組

みの拡大を図る 

 

 

④ 環境の保全・監視指導の徹底 

  ・不法投棄防止事業           ２３，６０９千円 

   （事業概要） 

    不法投棄の未然防止、早期発見及び拡大防止のための適正指

導をとおして、市民の生活環境の保全を図るとともに、不法

投棄防止に対する市民意識の啓発を行う。 

   【成果目標】 

    不法投棄件数の削減に努める 

 

  ・ＰＣＢ適正処理推進事業        １２，０００千円 

   （事業概要） 

    ＰＣＢ処理が安全かつ適正に行われるよう、監視委員会の運

営、事業推進に係る関係者との協議を行うとともに、保管事

業者、収集運搬業者への指導・啓発、ＰＣＢ廃棄物処理物の

分析を行う。 

   【成果目標】 

    平成２１年３月からの２期施設の円滑な稼動開始 

 

  ・大気汚染常時監視システム整備事業   ３８，３７２千円 

   （事業概要） 

    市内の大気汚染の常時監視を行うため、市内２１箇所に配置

されている測定局と公害監視センターを結ぶテレメーターシ

ステムの整備（更新）を行う。 

   【成果目標】 

    大気環境の環境基準の適正な評価を行う 

 

 

 

 

 ５



 

  ・○新光化学スモッグ発生原因の究明に関する調査 
                      １９，８２１千円 

   （事業概要） 

    国や県と連携し、大陸からの大気汚染物質の影響や市内のオ

キシダント発生量に関する調査・研究を行うとともに、予報、

周知、啓発等の仕組みづくりを研究する。 

   【成果目標】 

    オキシダント濃度の上昇の原因究明（～２２年度） 

 

 

⑤ 環境ビジネス・環境国際協力の促進 

  ・新規環境産業創出事業         ３１，１９６千円 

   （事業概要） 

    積極的な企業誘致活動や産学官による事業化研究会での検討

を通じて新たな環境産業の創出を図る。 

    また、市内の産業間連携等により廃棄物やエネルギーの有効

利用を図るエコ・コンビナート構想の推進、環境に配慮した

製品・サービス等の選定及び普及啓発により市内産業の環境

化を促進する「エコプレミアム産業創造事業」などを実施す

る。 

   【成果目標】 

    新たな環境産業の創出（平成２２年度までに累計３０企業） 

 

  ・環境国際協力事業           １１，６１６千円 

   （事業概要） 

    北九州イニシアティブ・ネットワーク活動を支援するため、

現地調査プログラム等の実施に対する指導・調査を行う。 

また、インドネシアでは、水環境改善のための技術指導やセ

ミナーの開催、タイでは、地方自治体を対象とした人材育成

研修を行う。 

【成果目標】 

 アジアの環境人材育成拠点を目指す 

 ６



 

 

４ 事務事業の見直し等 

 

環境局においては、ごみ収集業務の委託化の推進、環境事務所の統

廃合や指定袋制導入などの行財政改革に積極的に取り組んできた。 

 一方、世界の環境首都を目指して、市民・民間・行政などが協働し、

まち美化、リサイクル活動支援、人財育成など、さまざまな施策を実

施してきた。 

 平成２０年度予算の要求に当たっては、以下の項目により、収入増

及び支出削減を図り、経営改善（一般財源削減）に取り組む。 

 

 

１ 有価物（鉄、アルミ等）・市有財産の売却などによる財源の確保 

  ・有価物売却収入の増 

  ・環境局所管の土地の売却 

 

２ 事務・事業の先送り、頻度減、廃止等による徹底した見直し 

  ・ごみ収集、まち美化などに関する委託事業の見直し 

  ・古紙回収業者奨励金の見直し 

 

３ 民間・外部委託の推進 

  ・焼却工場運営業務の委託化 

  ・環境科学研究所分析業務の委託化 

 

 ７


